
■ 筐体外観　（XRS Ｆ5404E FC-SAS/SATA RAID システム）

*上記F5404Eのイメージは、デュアルコントローラのモデルです。
*F5404Eには、１台の拡張筐体を増設することができます。
*ドライブは、F5404Eに最大で48台搭載することができます。通常6台のハードディスクを１組にして増設します。
*最大のサポートドライブ数は96です。

標準付属品  StorView CD、１９"ラック用マウンティングレール、

  電源ケーブル(PSA）/100V仕様と200V仕様をご用意しております。いずれかの仕様をお選びください。

オプション付属品

ファイバチャネルケーブル接続用SFP (ホスト接続ポートに１つのSFPが必要）、ファイバチャネルケーブル、SANマップ
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■ XRS ファミリーサポート OS

F6514E、F5404E は、いずれもファイバチャネルをホスト接続用インタフェースに採用しています。

SAN スイッチ経由、または、直接FC ホストバスアダプタ(HBA)に接続します。システム構成によって、以下の接続方法があります。

■ XRS ファミリーのハードウエア校正手順

OS ベンダー名  バージョン F6512E F5404E

Solaris Sun Sparc v.10 ○

AS/ES/WS-4 ○

AS-5 ○

V. 10 ○ ○

V. 11 ○ ○

Windows2003 ○ ○

Windows2008 ○ ○

Windows2008 R2 ○ ○

Windows XP ○ ○

Windows7 ○ ○

Windows Vista ○ ○

OS X10.3 ○ ○

OS X10.4 ○ ○

OS X10.5 ○ ○

OS X10.6 ○ ○

Linux

Windows  

Mac OS X  

SuSe

Microsoft  

RedHat

Apple
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【摘要モデル：F6512E/F5404E】
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■ XRS ファミリーのホスト接続例

*上記構成はマルチパス構成（冗長構成）及び、マルチLUN構成になります。（シングルコントローラ/シングルホストポート接続除く）

■ シングルコントローラ/デュアルホストポート接続■ シングルコントローラ/シングルホストポート接続

■ デュアルコントローラ/マルチホストポート接続■ デュアルコントローラ/マルチホストポート接続

■ デュアルコントローラ/マルチホストポート接続■ シングルントローラ/マルチホストポート接続



以下は、ストレージシステム構成計画に基づいて、システムをセットアップする場合の各ステップを紹介します。

それぞれのステップの内容に応じて、ストレージシステム構築に使用する機器を決定します。

SANを構成する場合、ホストコンピュータのPCIスロットに搭載するファイバチャネル用

ホストバスアダプタ(HBA)を選択します。

PCIスロットにはPCI ExpressとPCI Xが一般的に装備されています。どちらの仕様の

スロットにHBAを搭載するかを選択します。

また、HBAにはシングルポート仕様のものと、デュアルポート仕様のものがあります。

広帯域の入出力を必要とするシステムや、パスフェールオーバー仕様のシステムを構成する

場合、デュアルポート仕様のHBAを選択する必要があります。

弊社ではQlogic社製、ATTO社製、LSI Technology社製のHBAを取り扱っております。

OS、サーバー仕様、ドライバ、パスの冗長性仕様などにより、機種を選択します。

ご検討の際に弊社技術営業部までお問い合わせ下さい。

SANを構成しない場合や、ホストとストレージをダイレクト接続で構成する場合は、

ファイバチャネル接続の他、SAS仕様のHBAをホスト側に用意し、E５４１２Eを使用する

ことが可能です。この場合、ホストにSASのポートが装備されていない場合、PCIスロット

にSASのHBAを増設する必要があります。

弊社ではDualポート仕様、シングルポート仕様の製品を用意しております。

パーツ番号

Celerity FC-84EN FC 8Gb クアッドポート

Celerity FC-82EN FC 8Gb デュアルポート

Celerity FC-81EN FC 8Gb シングルポート

QLE2462-CK FC 4Gb デュアルポート

Celerity FC-42ES FC 4Gb デュアルポート

LSI7204XP-LC PCI-X FC 4Gb デュアルポート

QLE2460-CK FC 4Gb シングルポート

Celerity FC-41ES FC 4Gb シングルポート

QLA2460-CK FC 4Gb シングルポート 

Celerity FC-41XS FC 4Gb シングルポート

PCI Express 

PCI Express 

PCI-X

PCI Express

ケーブル仕様

FC クアッドポート HBA

FC クアッドポート HBA

FC クアッドポート HBA
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■ ストレージシステムセットアップ 計画のステップ



ケーブルには、ファイバチャネルケーブルとSAS ケーブルが用意されています。 ファイバ

チャネル用ケーブルはショートウェーブ仕様のものと、ロングウェーブ仕様のものがあり

ます。当社では標準的にショートウェーブのケーブルを用意しています。 

SFP図ケーブルは両端LC 仕様の2m、5m、10m、15m、40m の仕様のケーブルから

選択することが できます。ケーブルは曲げ角を10cm 以上取る必要がありますので、余裕を

持った選択をする 必要があります。 また、LC ケーブルの両端にはSFP(Small Factor 

Plag)というアダプタが必要です。 このSFP は光の発光レザー素子と、受光素子からなり

、SFP の内部で電気信号に変換される 大事な部品で、SAN システムのデータ伝送路の

重要な位置をしめます。 弊社では850nm のショートウェーブ用SFP を用意しています。 

SASケーブルSAS ケーブルは1m、2m、3m のものが用意されています。 ホストとの接続

にはMiniSAS-SAS を使用し、RAID 筐体と拡張筐体間はF6412Eでは MiniSAS-

MiniSAS を使用し、それ以外ではSAS-SAS のケーブルを使用します。 ショートウェーブの

FC ケーブルは最長500m まで伸ばすことができますが、通常は19"ラック内の ホスト

HBA からSAN スイッチ、又は、ストレージコントローラのホストインタフェース間を接続

する為に必要な距離を用意します。

2m FC ケーブル LC/LC

5m FC ケーブル LC/LC

10m FC ケーブル LC/LC

15m FC ケーブル LC/LC

20m FC ケーブル LC/LC

40m FC ケーブル LC/LC

1m SAS ケーブル

2m SAS ケーブル

3m SAS ケーブル

5m SAS ケーブル

0.5m MiniSAS to MiniSAS ケーブル

1m MiniSAS to MiniSAS ケーブル

2m MiniSAS to MiniSAS ケーブル

5m MiniSAS to MiniSAS ケーブル

1m MiniSAS to SAS ケーブル

2m MiniSAS to SAS ケーブル

5m MiniSAS to SAS ケーブル

MiniSASインタフェース

MiniSAS-SASインタフェース  

インタフェースケーブル/SFP

ファイバチャンネル

SASインタフェース  

FCケーブル

SFP

SASケーブル
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■ ストレージシステムセットアップ 計画のステップ



一般的にファイバチャネルを使用したSAN を構成する場合で、複数のコンピュータ、

複数のストレージが存在する場合は、SAN のネットワークを構成する為に、ファイバ

チャネルスイッチをコンピュータとストレージの間に設けます。弊社採用のQlogic社 

製品では8FC ポート、12FC ポート、16FC ポートが1台のスイッチに用意されています。

また、16ポート以上のSAN FC のポートが必要な場合、16ポートまでのスイッチ

ユニットを下図の様に最大構成6ユニットまでカスケードすることができます。

16ポートFCスイッチ

最大6スイッチ964Gb FCポートまで増設可能

SAN スイッチ

Qlogic SANbox5802 fabric スイッチ, 8ports,8GB　PSUx2

Qlogic SANbox5800 fabric スイッチ, 8ports,8GB　PSUx1

Qlogic SANbox5602 fabric スイッチ, 8ports,4GB 　PSUx2

Qlogic SANbox5600 fabric スイッチ, 8ports,4GB 　PSUx1

Qlogic SANbox5802V用 4port アップグレードライセンスキー

Qlogic SANbox5800V用 4port アップグレードライセンスキー

Qlogic SANbox5602V用 4port アップグレードライセンスキー

Qlogic SANbox5600V用 4port アップグレードライセンスキー

■ ストレージシステムセットアップ 計画のステップ
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